


























































声調 ５ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ド １ １ ２５％
●
レド ２ １ ３ ７５％
総計 ３ ０ １ ４ １００％
表 １B
曲名 扇書
声調 ５ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
レファド ３ ３ ７５％
レファ １ １ ２５％


















声調 ４４ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ４％
レラ １ １ ４％
ド １ １ ４％
レド ２ ２ ８％
レ ４ １５ １９ ７６％
●
ドレ １ １ ４％
総計 ０ ４ ２１ ２５ １００％
表 ２B
曲名 扇書
声調 ４４ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ４％
●
ラドラ ２ ２ ８％
●
レラド １ １ ４％
レ ４ １６ ２０ ８０％
●
ドレ １ １ ４％












声調 ３５ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ ４ ４ ２７％
レド ３ ３ ２１％
●
レファド ２ ２ １３％
レ ２ ２ １３％
●
レファレ ２ ２ １３％
レファ ２ ２ １３％
総計 ２ ０ １３ １５ １００％
表 ３B
曲名 扇書
声調 ３５ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
レファド ２ ２ １３％
レ ５ ５ ３３％
ドレ １ １ ７％
●
レファレ ２ ２ １３％
レファ ５ ５ ３４％











声調 ３３ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ８％
レラ １ １ ８％
ド １ ４ ５ ３８％
レ ６ ６ ４６％
総計 １ ０ １２ １３ １００％
表 ４B
曲名 扇書
声調 ３３ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ４ ４ ３１％
ドラ １ １ ８％
ド １ ３ ４ ３１％
ラド ２ ２ １５％
ドレ ２ ２ １５％












声調 １３ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ４ ４ ３７％
ド １ ２ ３ ２７％
ラド １ １ ９％
レ ３ ３ ２７％
総計 １ ０ １０ １１ １００％
表 ５B
曲名 扇書
声調 １３ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ９％
●
ラドラ １ １ ９％
ド １ １ ９％
ラド ５ ５ ４６％
レ ２ ２ １８％
ドレ １ １ ９％












声調 ４２ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
ドラ ４ １４ １８ ６７％
レラ ２ ２ ７％
ラド ３ ３ １１％
レド ４ ４ １５％
総計 ０ ４ ２３ ２７ １００％
表 ６B
曲名 扇書
声調 ４２ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
ドラ ４ ６ １０ ３７％
●
レラ ５ ５ １９％
ド １ １ ４％
ラド ２ ２ ７％
●
ドラド １ １ ４％
レド ６ ６ ２２％
レ ２ ２ ７％











声調 ２１ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ９ ９ ５２％
ド １ １ ２ １２％
ラド １ １ ６％
レ １ １ ６％
ドレ ２ ２ １２％
●
ラドレ ２ ２ １２％
総計 １ ０ １６ １７ １００％
表 ７B
曲名 扇書
声調 ２１ 歌い手 何静華
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １２ １２ ７０％
●
ラド １ ３ ４ ２４％
ドレ １ １ ６％













































声調 ５ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
ドラ １ １ ２ ８％
レラ ５ ５ １９％
レド ４ ４ １５％
●
レファド １ １ ４％
レ １４ １４ ５４％
総計 １ １ ２４ ２６ １００％
表 ８B
曲名 十二月老同歌
声調 ５ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
ドラ １ １ ４％
レラ ４ ４ １５％
レド ３ ３ １１％
●
レファド １ １ ４％
レ １６ １６ ６２％
●
レラド １ １ ４％










声調 ４４ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ ６ ６ １６％
●
レドラ ２ ２ ６％
レド ３ ３ ８％
●
レラド ２ ２ ６％
レ ９ １４ ２３ ６４％
総計 ０ ９ ２７ ３６ １００％
表 ９B
曲名 十二月老同歌
声調 ４４ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ ７ ７ １９％
●
レドラ ２ ２ ６％
レド １ １ ３％
●
レラド ３ ３ ８％
レ ９ １３ ２２ ６１％
ドレ １ １ ３％











声調 ３５ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ １ １ ８％
●
レドラ １ １ ８％
●
レド １ １ ８％
●
レファド １ １ ８％
レ ８ ８ ６８％
総計 ２ ０ １０ １２ １００％
表 １０B
曲名 十二月老同歌
声調 ３５ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ １ １ ８％
●
レドラ ２ ２ １７％
●
レラド １ １ ８％
●
レファド ２ ２ １７％
レ ６ ６ ５０％











声調 ３３ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ９ ９ ２４％
レラ ２ ２ ５％
ド ３ ３ ６ １６％
ラド ２ ２ ５％
●
ドラド ２ ２ ５％
●
ドレド １ １ ３％
レド １ １ ３％
レ ３ ３ ８％
ドレ １２ １２ ３１％
総計 ３ ０ ３５ ３８ １００％
表 １１B
曲名 十二月老同歌
声調 ３３ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ６ ６ １６％
ラドラ ５ ５ １３％
ド ３ ３ ６ １６％
●
ドラド ２ ２ ５％
●
ドレド １ １ ３％
ドレ １８ １８ ４７％

















声調 １３ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ ４ ４ １８％
●
レドラ １ １ ５％
ド ２ ７ ９ ４３％
ラド １ １ ５％
●
ドレド １ １ ５％
レ １ １ ５％
ラレ １ １ ５％
ドレ ２ ２ ９％
●
ラドレ １ １ ５％
総計 ２ ０ １９ ２１ １００％
表 １２B
曲名 十二月老同歌
声調 １３ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
レラ ３ ３ １４％
●











声調 ４２ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ２％
●
ドラ ４ ２３ ２７ ６７％
●
レラ ４ ４ １０％
●
レドラ １ １ ２％
ド １ １ ２％
ラド ３ ３ ８％
●
レド ２ ２ ５％
ド ４ ４ １９％
●
ラド ２ ３ ５ ２４％
●
ドラド １ １ ５％
●
ドレド １ １ ５％
●
レラド １ １ ５％
ラレ １ １ ５％
ドレ １ １ ５％
●
ラドレ ２ ２ ９％



















声調 ４２ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ １ １ ２％
●
ドラ １ ４ ２６ ３１ ７６％
レラ ５ ５ １３％
●
ドラド １ １ ２％
●
レド １ １ ２％
●
レラド ２ ２ ５％
総計 １ ４ ３６ ４１ １００％
●
レラド １ １ ２％
レ １ １ ２％







声調 ２１ 歌い手 何静葵
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
●
ラドラ ５ ５ ２２％
ドラ １ １ ４％
ド １ ２ ３ １３％
●
ラド ４ ３ ７ ３１％
レド １ １ ４％
レ １ １ ４％
ラレ ５ ５ ２２％
総計 ５ ０ １８ ２３ １００％
表 １４A
曲名 十二月老同歌
声調 ２１ 歌い手 何艶新
箇所
音
上 下 他 合計 出現率
ラ ４ ４ １８％
ドラ １ １ ４％
レラ ２ ２ ９％
ド ３ ３ １３％
●
ラド ５ １ ６ ２６％
レド １ １ ４％
ラレ ５ ５ ２２％
ドレ １ １ ４％
総計 ５ ０ １８ ２３ １００％
１４９（１８）
①上句節回しの音は、その直前の音に歌い手によるアレンジが見られ
るが、基本的には女書旋法の中間音「ド」で歌うルールに則っており、
それほど恣意性は見られない。
②下句節回しは、その直前の音が歌い手によるアレンジが見られるが、
基本的には４２声調は「ラ」または「ラ」が主音、４４声調は「レ」または
「レ」が主音で歌うルールに則っており、それほど恣意性が見られない。
③その他の箇所では、５・４４・３５声調の歌詞は高音の「レ」または
「レ」が主音で歌われ、３３・１３声調の歌詞は中間音「ド」を中心に高音
「レ」から低音「ラ」までまんべんなく歌われ、歌い手によるアレンジ
が多い傾向が見られる。４２・２１声調の歌詞は「ラ」または「ラ」が主音
で歌われるといった女書歌メロディのルールに則っているのが大半では
あるが、何艶新と何静葵によっても違いがかなりある。
④、全体においては、上下句節回しで何艶新と何静葵の音が完全に一
致する箇所が２８の内の２３箇所、全体の８２パーセントにのぼる。また、そ
の他の箇所でも一致するのは１７０の内の１２５箇所あり、７４％を占めている
のである。
４．比較考察の結果
以上、２首の女書歌の曲全体の楽譜データを比較対照することによっ
て、女書歌のメロディに見る恣意性について、これまでの研究成果につ
いて再確認できた上に、いままでの仮説を修正することもでき、さらに
新たな発見もできた。
再確認された点は以下の通りである。
① 創作作品と伝承作品を問わず、メロディの恣意性が存在する。
② 上下句の節回しには主音の前の音により恣意性が若干見られるが、
基本的には先行研究で出された結論と一致して、歌い手による恣意的な
アレンジが少ない。
修正できた点は以下の通りである。
① これまでの研究では恣意性は声調によるものだと考えていたが、今
回の検討により声調以外の要素も関係することがデータから読み取れた。
１４８（１９）
それについては今後の研究で明らかにしていく。
新たな発見は以下の通りである。
① 今回対象とした創作作品と伝承作品においては、３３調のような中間
の声調に恣意性が現われ易い傾向が認められた。
② 伝承作品のメロディは創作作品と比べて恣意的なものが比較的少な
い。
５．恣意性についての今後の課題
本稿では同じ歌を異なった歌い手が歌った場合の相違点を取り上げ検
討してきた。その結果、上記のように恣意性についての結論を得ること
ができた。しかしこの問題においては、まだ多くの課題が残っている。
例えば、声調以外に恣意性に影響がある要素とは何か、同じ歌い手に
よっても歌う度に恣意性が現われるか、などである。そのため、今後で
きる限り多くの歌を採集・採譜し、事例の分析を通じて上記の課題を明
らかにする。
注
１） 女書旋法について劉（２００１）では、“ド・レ・ミ・ラ”の４つの音階と
仮説を立てた。しかし、その後採譜した歌を検討した結果、劉（２００７）で
は女書旋法は高音「レ」、中間音「ド」と低音「ラ」であると修正した。
２）「自伝」や花嫁に贈るお祝いの歌「三朝書」など、女性たちが自分で
作った歌。
３） 女書歌のメロディで歌う、現地で古くから伝わった歌。
４） 女書文字で扇子に書いた作品。
５） ５声調の歌詞が下句節回しに現れることは、女書歌メロディのルールに
合っていない。さらに、何艶新と何静葵は最も高い５声調にも関わらず主
音「ラ」で歌っている。これも女書歌メロディのルールに則っていない歌
い方である。この箇所は感嘆詞になっており、本字では“ ”で表記され
ている。本字“ ”は５声調であるが、元の女書文字は何声調かを確認す
る必要があり、今後の課題とする。
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